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国土地理院全国G P S観測網で得られた鉛直測位解（以下， U - D）には1日で数c mスケールの変動を示すゆらぎが
見られる．この測位解のドリフトの大半は水蒸気変動によってもたらされた見かけの変動であると考えられる．
そこでU - Dのゆらぎの特性を調べるため，U - Dと同じ天頂方向のパラメータである天頂大気遅延量（以下，Z T D）
との関係を時空間的に調査した．その結果，観測点毎のU - D偏差の変動は，Z T D偏差と多様な関連を示すことが明
らかになった．特に，U - D偏差とZ T D偏差の相関関係は，ほぼ北緯3 7度線を境にし，それ以北と以南で，異なるパ
ターンを示すことがわかった．

[はじめに]
地震や火山活動によって引き起こされる地殻変動を検出する有用な手段の一つとしてG P Sが用いられている．

しかしG P Sを用いた測位解には，1日で数c mスケールの変動を示すゆらぎが見られる．このゆらぎは，水蒸気変動
の小さい冬の期間は比較的小さく，水蒸気変動の大きい夏の期間になると非常に大きくなる．地震予知研究を目
的とした，より精密な数m mオーダーの測位を必要とするG P S観測を行う場合，このゆらぎが実際に起こった地殻
変動を表しているのか，それとも水蒸気変動がもたらした見かけの変動を表しているのかを適切に見分けなけれ
ばならない．特に，プレートの沈み込み帯近傍に位置する日本では，鉛直測位解（以下，U - D）は，地震と関連す
る地殻変動を監視する目的において貴重な情報となるため，この判定の重要性は大きい．しかし，U - Dと天頂大気
遅延量（以下，Z T D）は同一の天頂方向のパラメータであることから，両者は密接な関係を持ち，それが原因と
なって，U - Dは水平測位解に比べ精度が1桁劣ると考えられる．そこで本研究では，U - Dのゆらぎの特性を明らか
にするため，U-DとZTDの時空間関係を詳細に調査した．

[データ，解析]
解析期間は，日本列島上空に前線が停滞し，系統的に水蒸気が変動する事例が見られる，1 9 9 6年7月1 1日からの

2週間と，1 9 9 6年8月2 5日からの2週間である．選定した期間のZ T DとU - Dのデータを，国土地理院G P S定常解析の
データベースであるS I N E Xファイルから取り出した．ただし，U - Dは1日毎の推定値であるのに対し，Z T Dは3時間
毎の推定値であるため，Z T Dは8つのデータの平均値を用いた．これらを用い，観測点毎にZ T DとU - Dの2週間の平
均値からの偏差（以後，平均偏差）を1日毎に計算し，両データの変動成分を抽出した．これに基づき，U - Dおよ
びZ T Dの観測点毎の時空間変動について調査した．また，U - DとZ T Dの変動の関係を統計的に調査するため，観測
点毎に相関係数を計算した．

[結果]
U - D偏差とZ T D偏差の観測点毎の時間変動を調査したところ，U - DとZ T Dの変動は，多くの観測点で，( 1 ) Z T Dが

大きく変動するのに伴いU - Dも大きく変動する，( 2 )時間の経過と共に両者の変動の相関関係が変化する，様子が
見られた．また，上述した特性を示さない観測点も少なからず存在していた．このように，両者の関係は，時空
間的に多様な特性を示していることが明らかになった．

次にU - D偏差およびZ T D偏差を１日毎に地図上にプロットし，両者を2次元で可視化した．その結果，Z T D偏差
の空間分布が，数1 0 0 k mスケールの系統的な空間分布を示しているのに対し，U - D偏差の空間分布にはそのような
特性が見られないことがわかった．

より詳細に両者の変動の関係を調査するため，それぞれの事例の2週間について，U - DおよびZ T Dの標準偏差と
相関係数を観測点毎に計算し，それを地図上にプロットし，2次元で可視化した．同様に，期間を1週間としたと
きの相関係数も観測点毎に計算し，2次元で可視化した．一般に，U - Dが1日で数c mスケールの，Z T Dの変動と関
連した時間変動を示すことは考えられず，従って，最小二乗法によって推定された両者の変動は，無相関関係を
示さなければならない．得られた相関関係の空間分布は大域的に見ると，無相関を示す領域が多く，Z T DとU Dは
ほぼ分離されていると考えられる．しかし局地的には，両者の変動が数1 0 0 k mの空間スケールで相関関係をもつ
領域が見られた．一方，ほぼ北緯3 7度線を境にして，それ以北と以南で，異なる相関関係を示す領域に分割され
る空間特性を示すことが分かった．すなわち，3 7度線以北の領域では大半の期間で負の相関関係を示すのに対し，



3 7度線以南の領域では両者の関係は期間によって変化していた．今後，相関関係の空間分布がこのような空間特
性を示す原因や，相関関係が期間によって変動する原因について調査する必要がある．


